 評価規準表　１年「１章  正の数・負の数」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　正の数・負の数
	１  0より小さい数

	■身のまわりの数を調べることなどから数の範囲を拡張し，正の数・負の数の意味を理解し，それを数直線上に表したり，数直線上に表された数を読みとったりすることができる。
	◎身のまわりの数から，０より小さい数があることに関心を持ち，負の数を数直線上に表したり，数直線上に表された正負の数を読みとったりしようとしている。
○身のまわりの数から，０より小さい数があることに関心を持っている。
	◎数の範囲を拡張することができ，０より小さい数は，数直線を反対方　向にのばせば表せることを確かめることができる。
○０より小さい数まで数の範囲を拡張することができる。
	◎数直線上に表された正の数・負の数を読みとったり，正の数・負の数を数直線上に的確に表したりすることができる。
○数直線上に表された正の数・負の数を読みとったり，正の数・負の数を数直線上に表したりすることができる。
	◎マイナス，プラス，正の数，負の数，自然数などの意味を十分に理解している。
○マイナス，プラス，正の数，負の数，自然数などの意味を理解している。

	
	２　正の数・負の数で量を表すこと
	■互いに反対の性質をもつと考えられる量やある基準の量からの増減や過不足を，正の数・負の数を使って表すことができる。
	◎互いに反対の性質をもつ量や基準を　決めたときの量を，正の数・負の数を使って表すことに関心を持ち，進んで活用しようとしている。
○互いに反対の性質をもつ量や基準を　決めたときの量を，正の数・負の数を使って表そうとしている。
	◎反対の性質をもつ量を正の数・負の数を使って考えることができ，自ら　基準を決めて，正の数・負の数を使　って表すことができる。
○反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を，正の数・負の数を使って考えることができる。
	◎正の数・負の数を使って，反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を的確に表すことができる。
○正の数・負の数を使って，反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を表すことができる。
	◎反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を表す数として，正の数・負の数が使われていることやそのよさを理解している。
○反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を表す数として，正の数・負の数が使われていることを理解している。

	
	３　絶対値と数の大小
	■絶対値の意味を理解し，不等号を使って2数の大小関係を表し，数直線を用いてある数より大きい数，小さい数を求めることができる。
	◎２数の大小関係を，不等号を使って進んで表し，数直線を用いてある数より大きい数，小さい数を進んで求めようとしている。
○２数の大小関係を，不等号を使って表し，数直線を用いてある数より大きい数，小さい数を求めようとしている。
	◎数の大小関係を符号や絶対値に着目して的確にまとめることができ，数直線を用いて，ある数より大きい数，小さい数の求め方を導くことができる。
○数の大小関係を符号や絶対値に着目してまとめることができ，数直線を用いて，ある数より大きい数，小さい数の求め方を考えることができる。
	◎ある数の絶対値を求めたり，２数の大小関係を不等号を使って表したり，数直線を用いてある数より大きい数，小さい数を求めたりすることが的確にできる。
○ある数の絶対値を求めたり，２数の大小関係を不等号を使って表したり，数直線を用いてある数より大きい数，小さい数を求めたりすることができる。
	◎絶対値の意味を数直線と関連付けて理解し，ある数より大きい数，小さい数の求め方を理解している。
○絶対値の意味を理解し，ある数より大きい数，小さい数の求め方を理解している。

	２　正の数・負の数の計算
	１  正の数・負の数の加法，減法
	■正の数・負の数の加法と減法の意味を理解し，その計算ができる。
	◎正の数・負の数の加法，減法に進んで取り組もうとしている。
○正の数・負の数の加法，減法に取り組もうとしている。
	◎数直線をもとに加法の計算を導き，符号と絶対値に着目してまとめたり，加法の計算に帰着させて，減法の計算の仕方を考えたりすることができる。
○数直線をもとに加法の計算の仕方を考えたり，加法の計算に帰着させて，減法の計算の仕方を考えたりすることができる。
	◎正の数・負の数の加法，減法の計算ができる。
○簡単な正の数・負の数の加法，減法の計算ができる。
	◎正の数・負の数の加法，減法の計算や加法の交換法則，結合法則について，小学校までの計算と関連付けて理解している。
○正の数・負の数の加法，減法の計算や加法の交換法則，結合法則について理解している。

	
	２　加法と減法の混じった計算
	■計算法則を使って，加法と減法の混じった式を手際よく計算できる。
	◎加法と減法の混じった式が加法だけの式に直せることに関心を持ち，計算法則を用いて効率よく計算しようとしている。
○加法と減法の混じった式が加法だけの式に直せることに関心を持ち，計算法則を用いて計算しようとしている。
	◎減法を加法に直したり，計算法則を用いたりして，加法と減法の混じった式を手際よく計算する方法を導くことができる。
○減法を加法に直したり，計算法則を用いたりして，加法と減法の混じった式を手際よく計算する方法を考えることができる。
	◎加法と減法の混じったいろいろな式を手際よく計算することができる。
○加法と減法の混じった式を計算することができる。
	◎項，正の項，負の項の意味や，加法と減法の混じった式を手際よく計算する方法とそのよさについて理解している。
○項，正の項，負の項の意味を理解し，加法と減法の混じった式を手際よく計算する方法を理解している。

	
	３　正の数・負の数の乗法，除法
	■正の数・負の数のかけ算とわり算の意味を理解し，その計算ができる。
	◎正の数・負の数のかけ算，わり算に進んで取り組もうとしている。
○正の数・負の数のかけ算，わり算に取り組もうとしている。
	◎正の数・負の数の乗法，除法の計算の仕方を考え，そのきまりを導くことができる。
○正の数・負の数の乗法，除法の計算の仕方を考えることができる。
	◎正の数・負の数の乗法，除法の計算ができる。
○簡単な正の数・負の数の乗法，除法の計算ができる。
	◎正の数・負の数の乗法，除法の計算について，小学校までの計算と関連付けて理解している。
○正の数・負の数の乗法，除法の計算について理解している。

	
	４　乗法と除法の混じった計算
	■逆数を使うと除法を乗法に直せることや，乗法の交換法則，結合法則を使って，乗除の混じった計算ができる。
	◎わる数の逆数をかけて除法を乗法になおすことや，交換・結合法則を使った乗法，除法の計算に進んで取り組もうとしている。
○わる数の逆数をかけて除法を乗法になおすことや，交換・結合法則を使った乗法，除法の計算に取り組もうとしている。
	◎乗法と除法を統一的にみることや，計算法則を用いて効率的に計算する方法を導くことができる。
○乗法と除法を統一的にみることができる。
	◎逆数や乗法の交換・結合法則を使って，乗除の混じった式を効率的に計算することができる。
○逆数や乗法の交換・結合法則を使って，乗除の混じった式の計算ができる
	◎逆数の意味や乗法の交換・結合法則を使って手際よく計算する方法とそのよさを理解している。
○逆数の意味や乗法の交換・結合法則を使って手際よく計算する方法を理解している。

	
	５　いろいろな計算
	■指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算ができる。
	◎指数をふくむ計算や，四則をふくむ式の計算に進んで取り組もうとしている。
○指数をふくむ計算や，四則をふくむ式の計算に取り組もうとしている。
	◎四則をふくむ計算の効率的な方法について考え，まとめることができる。
○四則をふくむ計算の順序を考えることができる。
	◎指数をふくむ式や四則をふくむ式を効率的に計算することができる。
○指数をふくむ式や四則をふくむ式の計算ができる。
	◎指数の意味や四則をふくむ式の計算の順序，分配法則とそのよさを理解している。
○指数の意味や四則をふくむ式の計算の順序，分配法則を理解している。

	
	６　数の世界のひろがりと四則計算
	■負の数を加えて新しく数の集合と定義し，四則計算の拡張をすることができる。
	◎四則計算の可能性と関連づけて，数の範囲の拡張について取り組もうとしている。
○数の範囲の拡張について考えようとしている。
	◎四則計算の可能性と数の範囲の関係について考え，まとめることができる。
○四則計算の可能性と数の範囲の関係について考えることができる。
	◎数の拡張にともなう四則計算の可能性を的確に判断することができる。
○数の拡張にともなう四則計算の可能性を判断することができる。
	◎数の範囲による計算の可能性を，集合の包含関係と関連付けて理解している。
○数の範囲による計算の可能性を理解している。


評価規準表　１年「２章  文字の式」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　文字を使った式
	１  数量を文字で表すこと

	■画用紙の枚数とマグネットの個数などの数量の関係を，文字を使って表すことを通して，文字式が一般的に表されるよさを理解し，様々な数量を文字を使って式に表すことができる。
	◎画用紙の枚数とマグネットの個数の関係をいろいろな文字式に表そうとしている。
○画用紙の枚数とマグネットの個数の関係を文字式に表そうとしている。
	◎文字を使って，いろいろな数量を式に表すことや，そのよさについて考えることができる。
○文字を使って，いろいろな数量を式に表すことを考えることができる。
	◎個数や代金などの数量を，文字を使って的確に表すことができる。
○個数や代金などの数量を，文字を使って表すことができる。
	◎文字を用いることの必要性や意味，そのよさについて理解している。
○文字を用いることの必要性や意味を理解している。

	
	２　文字式の表し方
	■文字式を書くときの約束に従って，いろいろな数量を文字式に表したり，文字式から数量を読み取ったりすることができる。
	◎文字式を書くときの約束に従って，進んで数量を文字式で表したり，文字式から数量を読み取ったりしようとしている。
○文字式を書くときの約束に従って，数量を文字式で表したり，文字式から数量を読み取ったりしようとしている。
	◎a＋b，abなどの文字を使った式が，計算のしかたを表しているだけでなく，計算の結果も表しているとみることができ，文字式がどのような数量を表しているのかを考えることができる。
○文字式がどのような数量を表しているのかを考えることができる。
	◎文字式を書くときの約束に従って，数量を文字を使って簡潔に表すことができる。
○文字式を書くときの約束に従って，数量を文字を使って表すことができる。
	◎文字式を書くときの約束を十分に理解している。
○文字式を書くときの約束を理解している。

	
	３　式の値
	■文字式の文字に数を代入し，式の値を求めることを通して，文字式の理解を一層深めることができる。
	◎正の数・負の数の計算を振り返りながら，文字に数を代入して，式の値を求めようとしている。
○文字に数を代入して，式の値を求めようとしている。
	◎文字に数を代入して，式の値を求めることを通して，文字式が表す具体的な事象の意味を読み取ることができる。
○文字に数を代入して求めた式の値から，文字式が表す数量の意味をとらえることができる。
	◎文字に数を代入して，いろいろな式の値を手際よく求めることができる。
○文字に数を代入して，式の値を求めることができる。
	◎代入する，文字の値，式の値の意味を十分に理解している。
○代入する，文字の値，式の値の意味を理解している。

	２　文字式の計算
	１  文字式の加法，減法
	■一次式の加法や減法の意味を理解し，加法や減法の計算ができる。
	◎数の計算と比較しながら，一次式の加法や減法の計算に進んで取り組もうとしている。
○一次式の加法や減法の計算に取り組もうとしている。
	◎数の計算や日常生活の場面と関連付けて，文字式の加法や減法の計算の仕方を導くことができる。
○一次式の加法や減法の計算の仕方を考えることができる。
	◎一次式の加減の計算が手際よくできる。
○一次式の加減の計算ができる。
	○項，係数，１次の項，一次式の意味を理解し，数の計算と関連付けて，一次式の加減の計算の仕方を理解している。
○項，係数，１次の項，一次式の意味と一次式の加減の計算の仕方を理解している。

	
	２　文字式と数の乗法，除法
	■一次式と数の乗法，除法の意味を理解し，乗法，除法の計算やかっこのついた式の計算ができる。
	◎数の計算と比較しながら，一次式と数の乗法，除法の計算やかっこのある計算に進んで取り組もうとしている。
○一次式と数の乗法や除法の計算に取り組もうとしている。
	◎数の計算から類推して一次式と数の乗法，除法の計算の仕方を導いたり，計算法則を用いて式の計算の仕方を導いたりすることができる。
○一次式と数の乗法，除法の計算の仕方を考えることができる。
	◎一次式と数の乗除の計算やかっこのある計算など，複雑な計算が手際よくできる。
○一次式と数の乗除の計算やかっこのある計算などができる。
	◎一次式と数の乗除の計算のしかたを，数の計算と関連付けて理解している。
○一次式と数の乗除の計算のしかたを理解している。

	
	３　関係を表す式
	■等式と不等式の意味を理解し，数量の関係を等式や不等式に表すことができ，式が表す数量の関係を読み取ることができる。
	◎等式と不等式に関心を持ち，進んで数量の関係を等式や不等式に表そうとしている。
○数量の関係を等式や不等式に表そうとしている。
	◎具体的な場面で情報の選択や演算決定などの判断をし，数量の関係を等式や不等式に表すことや式が表す数量の関係を読みとることができる。
○具体的な場面で数量の関係を等式や不等式に表すことや式が表す数量の関係を読みとることができる。
	◎数量の関係を，等式や不等式に的確に表すことができる。
○数量の関係を，等式や不等式に表すことができる。
	◎等式，不等式，左辺，右辺，両辺の意味を十分に理解している。
○等式，不等式，左辺，右辺，両辺の意味を理解している。


評価規準表　１年「３章  方程式」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　方程式
	１  方程式とその解

	■貯金箱の問題から，方程式とその解の意味，方程式を解くことの意味を理解する。また，天秤の図などから，等式の性質を理解し，等式の性質を使って，簡単な方程式を解くことができる。
	◎硬貨と貯金箱の重さの関係から，進んで硬貨の枚数を求めようとしたり，等式の性質を使って，進んで簡単な方程式を解こうとしている。
○硬貨と貯金箱の重さの関係から，硬貨の枚数を求めようとしたり，等式の性質を使って，簡単な方程式を解こうとしている。
	◎天秤の図をもとに，等式の性質を見いだしたり，等式の性質をどのように使えば，方程式が解けるかを考えたりすることができる。
○天秤の図をもとに，等式の性質を考えたり，等式の性質をどのように使えば，方程式が解けるかを考えたりすることができる。
	◎ある数が方程式の解であるかどうかを確実に確かめることができ，適切な等式の性質を使って簡単な方程式を解くことができる。
○ある数が方程式の解であるかどうかを確かめることができ，等式の性質を使って簡単な方程式を解くことができる。
	◎方程式，方程式の解，方程式を解くことの意味とそのよさ，及び等式の性質を理解している。
○方程式，方程式の解，方程式を解くことの意味と等式の性質を理解している。

	
	２　方程式の解き方
	■移項の意味を理解し，移項することによって方程式を解くことができる。また，方程式を解く手順をまとめ，いろいろな方程式を解くことができる。
	◎いろいろな方程式を手際よく解こうとしている。
○いろいろな方程式を解こうとしている。
	◎移項が等式の性質をもとにしているという見方ができ，方程式を解く手順を導くことができる。
○移項が等式の性質をもとにしているという見方ができ，方程式を解く手順を考えることができる。
	◎移項して方程式を解くことができ，方程式を解く手順に従って，手際よくいろいろな方程式を解くことができる。
○移項して方程式を解くことができ，方程式を解く手順に従って，いろいろな方程式を解くことができる。
	◎移項の意味を等式の性質と関連させて理解し，方程式を解く手順について理解している。
○移項の意味，方程式を解く手順について理解している。

	
	３　比と比例式
	■比の値，比例式の意味と比例式の性質を理解し，簡単な比例式を解くことができる。

	◎いろいろな比例式を進んで解こうとしている。
○簡単な比例式を解こうとしている。
	◎比例式を解く過程の式から，比例式の性質を導くことができる。
○比の値が等しいことを使って，比例式を解く方法を考えることができる。
	◎いろいろな比例式を手際よく解くことができる。
○簡単な比例式を解くことができる。
	◎比の値，比例式，比例式を解くことを理解し，比例式の性質を比の値と関連付けて理解している。
○比の値，比例式，比例式を解くこと，比例式の性質を理解している。

	２　方程式の利用
	１  方程式の利用
	■方程式や比例式を問題解決に利用することができ，方程式を使って問題を解く手順をまとめることができる。
	◎方程式や比例式を積極的に利用して，問題を解決しようとしている。
○方程式や比例式を利用して，問題を解決しようとしている。
	◎数量の関係を的確にとらえ，方程式や比例式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
○方程式や比例式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
	◎問題の中の数量の関係を，方程式や比例式に表し，それらを利用して問題を解決することができる。 
○問題の中の数量の関係を，方程式や比例式に表し，それらを利用して簡単な問題を解決することができる。
	◎方程式を使って問題を解く手順と比例式を使って問題を解決する方法を十分に理解している。
○方程式を使って問題を解く手順と比例式を使って問題を解決する方法を理解している。


評価規準表　１年「４章  変化と対応」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　関数
	１  関数
	■いろいろな事象の中から，ともなって変わる数量を見つけたり，表やグラフで変化のようすを調べたりすることができ，関数の意味と変域について理解することができる。
	◎いろいろな事象の中から，ともなって変わる数量を見つけようとしたり，積極的に表やグラフを使って変化のようすを調べたりしている。

○いろいろな事象の中から，ともなって変わる数量を見つけようとしたり，表やグラフを使って変化のようすを調べたりしている。
	◎事象の中から，ともなって変わる数量の関係を見いだすことができる。
○事象の中から，ともなって変わる数量を見いだすことができる。
	◎ともなって変わる数量の関係を表やグラフに適切に表すことができ，変数xの変域を不等号を使って表すことができる。
○ともなって変わる数量の関係を表やグラフに表すことができ，変数xの変域を不等号を使って表すことができる。
	◎関数の意味と変域の表し方について十分に理解している。
○関数の意味と変域の表し方について理解している。

	２　比例
	１　比例の式
	■線香の燃え方の実験などから，比例の関係を見いだして文字を用いて式に表したり，その変化や対応のようすを表を使って調べたりすることができる。
	◎線香を燃やす実験で，火をつけてからの時間と燃えた長さの関係を見つけ，式に表そうとしている。

○線香を燃やす実験で火をつけてからの時間と燃えた長さの関係から比例の関係を見つけようとしている。
	◎２つの数量関係に着目し，変化や対応から的確に比例の関係を見いだすことができる。
○２つの数量関係に着目し，変化や対応から比例の関係を見いだすことができる。
	◎比例の関係を手際よく式に表すことができる。

○比例の関係を式に表すことができる。
	◎変数，定数，比例，比例定数の意味を十分に理解している。

○変数，定数，比例，比例定数の意味を理解している。

	
	２　座標
	■平面上の位置を表すために座標を負の数まで拡張し，座標平面に表された点の座標を読み取ったり，点を座標平面に表したりすることができる。
	◎自ら進んで，座標平面に表された点の座標を読み取ったり，点を座標平面上に表したりしようとしている。
○座標平面に表された点の座標を読み取ったり，点を座標平面に表したりしようとしている。
	◎平面上の点の位置を表すために，負の数まで拡張した座標を考え，座標を用いて平面上の点が一意的に表されるという見方できる。

◯平面上の点の位置を表すために，負の数まで拡張した座標を考えることができる。
	◎座標平面に表された点の位置を読み取ったり，与えられた点を座標平面に表したりすることが的確にできる。
○座標平面に表された点の位置を読み取ったり，与えられた点を座標平面に表したりすることができる。
	◎x軸，y軸，座標軸，原点，座標，x座標，y座標の意味を十分に理解している。
○x軸，y軸，座標軸，原点，座標，x座標，y座標の意味を理解している。

	
	３　比例のグラフ
	■比例の関係y＝2x や y＝－2xなどのグラフを考えることを通して，比例のグラフをかくことができ，比例のグラフの特徴についてまとめることができる。
	◎xの変域を負の数にまで広げた比例のグラフを手際よくかこうとしたり，かいたグラフをもとにして，その特徴をくわしく調べたりしようとしている。

◯xの変域を負の数にまで広げた比例のグラフをかこうとしたり，かいたグラフをもとにして，その特徴を調べたりしようとしている。
	◎比例のグラフの特徴やグラフをかく方法を見いだすことができる。

◯比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
	◎比例のグラフを手際よくかいたり，グラフから比例の式を正しく求めたりすることができる。

◯比例のグラフをかいたり，グラフから比例の式を求めたりすることができる。
	◎比例のグラフのかき方やグラフの特徴を十分に理解している。
◯比例のグラフのかき方やグラフの特徴を理解している。



	３　反比例
	１　反比例の式
	■面積が6cm2の長方形をいろいろつくることなどから，反比例の関係を見いだして式に表したり，その変化や対応のようすを表を使って調べたりすることができる。
	◎面積一定の長方形の縦と横の長さの関係から，反比例の関係を見つけ，式に表そうとしている。
◯面積一定の長方形の縦と横の長さの関係から，反比例の関係を見つけようとしている。
	◎2つの数量関係に着目し，変化や対応から的確に反比例の関係を見いだすことができる。

○2つの数量関係に着目し，変化や対応から反比例の関係を見いだすことができる。
	◎反比例の関係を手際よく式に表すことができる。
○反比例の関係を式に表すことができる。
	◎反比例，比例定数の意味を十分に理解している。
◯反比例，比例定数の意味を理解している。



	
	２　反比例のグラフ
	■反比例
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のグラフを考えることを通して，反比例のグラフをかくことができ，反比例のグラフについてまとめることができる。
	◎反比例のグラフを手際よくかこうとしたり，かいたグラフをもとにして，その特徴をくわしく調べたりしようとしている。
◯反比例のグラフをかこうとしたり，その特徴を調べたりしようとしている。
	◎比例のグラフの特徴と対比して，反比例のグラフの特徴を見いだすことができる。

◯反比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
	◎反比例のグラフを手際よくかいたり，グラフから反比例の式を正しく求めたりすることができる。
◯反比例のグラフをかいたり，グラフから反比例の式を求めたりすることができる
	◎反比例のグラフの特徴や双曲線について十分に理解している。

○反比例のグラフの特徴や双曲線について理解している。


	４　比例，反比例の利用
	１  比例，反比例の利用


	■比例や反比例の関係を利用して，身のまわりの問題を解決することができる。

	◎プリントの枚数やモビールの性質などの身のまわりのことがらを，比例や反比例の関係を積極的に利用して解決しようとしている。

◯プリントの枚数やモビールの性質ならべなど身のまわりのことがらを比例や反比例の関係を利用して解決しようとしている。
	◎身のまわりの事象から，比例や反比例の関係を見つけたり，身のまわりの事象を，比例，反比例の見方や考え方を通して考え，問題の解決に利用することができる。
◯身のまわりの事象を，比例，反比例の見方や考え方を通して考え，問題の解決に利用することができる。
	◎身のまわりの事象を比例，反比例の考え方を用いて正しく表現したり，手際よく処理したりすることができる。

◯身のまわりの事象を比例，反比例の考え方を用いて表現したり，処理したりすることができる。
	◎比例，反比例の関係を利用できるいろいろな場面を理解している。

◯比例，反比例の関係が利用できる場面を理解している。


評価規準表　１年「５章　平面図形」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　直線図形と移動
	１  直線と角
	■友だちの家を見つける問題を通して，小学校で学習してきた直線や角について，用語・記号を使ってまとめ，平面図形の基礎となる直線と角についての理解を一層深める。
	◎友だちの家を見つける問題など，身のまわりの問題の解決に図形の性質が用いられる場合があることに関心を持ち，図形の性質をまとめるのに，垂直や平行，角などの用語・記号を意欲的に使おうとしている。
○友だちの家を見つける問題を解決しようとし，そこに現れる図形の性質に関する垂直や平行，角などの用語に関心を持つ。
	◎身のまわりにある図形を，直線や角多角形などとみて，垂直や平行などの図形的関係をとらえることができる。
○身のまわりにある図形を，直線や角多角形などとみることができる。
	◎垂直，平行な２直線や，辺の長さや角の大きさが決まっている三角形を，定規やコンパスなどを用いて正確にかくことができる。
○垂直，平行な２直線や，辺の長さや角の大きさが決まっている三角形をかくことができる。
	◎線分，距離，垂直，垂線，平行などの用語・記号を理解し，それらの用語・記号を正しく使うことができる。
○線分，距離，垂直，垂線，平行などの用語・記号を理解している。

	
	２　図形の移動
	■平行移動，回転移動，対称移動の意味を理解し，操作などを通して，それらの基本的な性質を見いだすことができる。
	◎平行移動，回転移動，対称移動に関心を持ち，それらの性質を進んで見いだそうとしたり，ある図形を移動させた図をかこうとしている。
○平行移動，回転移動，対称移動に関心を持ち，ある図形を移動させた図をかこうとしている。
	◎平行移動，回転移動，対称移動の基本的な性質を見いだしたり，３つの移動を組み合わせて使うとどんな位置にも移すことができることに気づいたりする。
○平行移動，回転移動，対称移動の基本的な性質を，操作などを通して見いだすことができる。
	◎ある図形を，３つの移動を組み合わせていろいろな位置に移動させた図をかくことができる。
○ある図形を，平行移動，回転移動対称移動した図をかくことができる。
	◎平行移動，回転移動，対称移動の意味とそれらの基本的な性質を十分に理解している。
○平行移動，回転移動，対称移動の意味とそれらの基本的な性質を理解している。

	２　基本の作図
	１　基本の作図
	■３つの基本作図である垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の手順を理解し，基本の作図ができる。
	◎定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができるよさに関心をもち，井戸を掘る場所の問題などの実際の問題を作図によって意欲的に解決しようとしている。
○定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線を作図しようとしている。
	◎ひし形の対角線の性質が垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の根拠となっていることに気づき，ひし形をかくことにもとづいて作図の手順を考えることができる。

○ひし形の対角線の性質が垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の根拠となっていることに気づく。
	◎定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができ，それらを組み合わせたいろいろな作図ができる。
○定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができる。
	◎垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の手順をひし形の対称性と関連付けて理解している。
○垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の手順を理解している。

	３　円とおうぎ形
	１　円とおうぎ形の性質
	■弧や弦などの円に関する用語や円の接線，おうぎ形やおうぎ形の中心角と弧の長さ・面積との関係について理解する。
	◎円と直線の交わるようすや，おうぎ形の中心角と弧の長さ・面積との関係を，進んで明らかにしようとしている。
○円と直線の交わるようすや，おうぎ形の中心角と弧の長さ・面積との関係を明らかにしようとしている。
	◎円が線対称な図形であることをもとにして，円の接線の性質を導いたり，１つの円で中心角の等しい２つのおうぎ形は合同であることから，中心角と弧の長さ・面積との関係を導いたりすることができる。
○円が線対称な図形であることをもとにして，円の接線の性質を考えたり，１つの円で中心角の等しい２つのおうぎ形は合同であることから，中心角と弧の長さ・面積との関係を考えたりすることができる。
	◎円の接線や，半径と中心角がわかっているおうぎ形をかくことが手際よくできる。
○円の接線や，半径と中心角がわかっているおうぎ形をかくことができる。
	◎円とおうぎ形についての用語・記号や円の接線の性質を理解し，おうぎ形の中心角と弧の長さ・面積の関係などを合同と関連付けて理解している。
○円とおうぎ形についての用語・記号や円の接線の性質，おうぎ形の中心角と弧の長さ・面積の関係などを理解している。

	
	２　円とおうぎ形の計量
	■小学校で学習した円やおうぎ形について，その周の長さと面積を文字を使って公式に表すことができ，その公式を用いて周の長さや面積を求めることができる。
	◎おうぎ形の弧の長さや面積の公式を導こうとしたり，弧の長さや面積を進んで求めようとしたりしている。
○おうぎ形の弧の長さや面積の公式を導こうとしたり，弧の長さや面積を求めたりしようとしている。
	◎おうぎ形の弧の長さ，面積の公式を円全体との比較から導くことができる。
○おうぎ形の弧の長さ，面積の公式を円全体との比較から考えることができる。
	◎おうぎ形の弧の長さや面積，中心角を，いろいろな場合について求めることができる。
○おうぎ形の弧の長さや面積，中心角を求めることができる。
	◎πの意味を理解し，円，おうぎ形の周の長さと面積の公式を十分に理解している。
○πの意味や，円，おうぎ形の周の長さと面積の公式の意味を理解している。


評価規準表　１年「６章　空間図形」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　立体と空間図形
	１  いろいろな立体
	■身近にあるいろいろな立体を観察することを通して，基本的な立体として，角柱，円柱，角錐，円錐に分類整理し，展開図や見取図を観察することなどから基本的な立体についての理解を深める。
	◎身近な立体をいろいろな視点や方法で観察・操作・分類整理しようとしている。
○身近な立体を観察・操作・分類整理しようとしている。

	◎立体を見取図や展開図で表し，それをもとにしていろいろな立体の面の形や面と辺の関係などの特徴を見いだすことができる。
○立体を見取図や展開図で表し，それをもとにしていろいろな立体の特徴を考えることができる。
	◎立体の見取図や展開図を正確にかくことができる。
○立体の見取図や展開図をかくことができる。
	◎角柱，円柱，角錐，円錐などの用語と立体の見取図，展開図及び立体をそれらの図に表すよさを理解している。
○角柱，円柱，角錐，円錐などの用語や立体の見取図，展開図について理解している。

	
	２　空間内の平面と直線
	■鉛筆や下敷きなどを実際に操作したり，立体模型を観察したりすることを通して，空間における平面や直線の位置関係についての理解を深める。
	◎身近にある平面や直線とみられるものを観察したり，具体物を操作したりして，空間における平面や直線の位置関係を進んで明らかにしようとしている。
○空間における平面や直線の位置関係を明らかにしようとしている。
	◎空間における平面や直線の位置関係を，平面上の２直線の位置関係や立方体の面や辺の位置関係をもとにして見いだすことができる。
○空間における平面や直線の位置関係を，平面上の２直線の位置関係や立方体の面や辺の位置関係をもとにして考えることができる。
	◎立体の辺や面について，その位置関係を指摘することができ，さらに鉛筆と下敷きなどを使って一般的な平面や直線の位置関係を表すことができる。
○立体の辺や面について，その位置関係を指摘することができる。
	◎距離の意味や，空間における平面や直線の位置関係を，身のまわりの具体物と関連付けて理解している。
○距離の意味や，空間における平面や直線の位置関係を理解している。

	
	３　立体のいろいろな見方
	■平面図形や線分が動いてできる立体とその性質について理解するとともに，立体の投影図を理解し，立体についての見方や性質を深める。
	◎身近な立体がどのように構成されているとみることができるか観察し，いろいろな見方で調べようとしたり，進んで立体を投影図に表したりしようとしている。
○身近な立体がどのように構成されているとみることができるか観察し，調べようとしたり，立体を投影図に表したりしようとしている。
	◎いろいろな立体がどのように線分や平面図形を動かしてできる立体とみることができるか考えることができる。また，投影図を立体の性質を表す1つの方法としてみることができ，表された投影図から立体を考えることができる。
○立体がどのように線分や平面図形を動かしてできる立体とみることができるか考えることができ，投影図を立体の性質を表す1つの方法としてみることができる。
	◎平面図形や線分を，ある条件のもとで動かしたときにできる立体の名称を的確に指摘でき，いろいろな立体を投影図に表したり，投影図で表された立体の見取図をかいたりすることができる。
○平面図形や線分を，ある条件のもとで動かしたときにできる立体の名称を指摘でき，立体を投影図に表したり，投影図で表された立体の名称を答えることができる。
	◎回転体や回転の軸，母線などの用語について十分に理解し，投影図及びそのよさについて理解している。
○回転体や回転の軸，母線などの用語について理解し，投影図について理解している。

	２　立体の表面積と体積
	１　立体の表面積
	■展開図をもとにして，柱体や錐体の表面積を求めることができる。
	◎立体の表面積を進んで求めようとしている。
○立体の表面積を求めようとしている。
	◎立体の表面積を，展開図を用いて合同な面や長さの等しい線分などに着目して考えることができる。
○立体の表面積を，展開図を用いて考えることができる。
	◎いろいろな立体の表面積を求めることができる。
○立体の表面積を求めることができる。
	◎表面積，底面積，側面積の用語と柱体，錐体の表面積のいろいろな求め方について理解している。
○表面積，底面積，側面積の用語と柱体，錐体の表面積の求め方について理解している。

	
	２　立体の体積
	■面を平行に動かす見方や水を使った実験などから導かれる柱体や錐体の体積の求め方を理解し,実際に体積を求めることができる。
	◎立体の体積を進んで求めようとしている。
○立体の体積を求めようとしている。
	◎柱体の体積と比較して，錐体の体積の求め方を導くことができる。
○柱体の体積と比較して，錐体の体積の求め方を考えることができる。
	◎いろいろな立体の体積を求めることができる。
○立体の体積を求めることができる。
	◎角柱，円柱，角錐，円錐の体積の求め方を十分に理解している。
○角柱，円柱，角錐，円錐の体積の求め方を理解している。

	
	３　球の計量
	■実験などから導かれる球の表面積と体積の求め方を理解し，実際に球の表面積と体積を求めることができる。
	◎球の表面積や体積の求め方を，模型を用いたり，実験などをしたりして，進んで調べようとしている。
○球の表面積や体積の求め方を，模型を用いたり，実験などをしたりして，調べようとしている。
	◎実験結果をもとにして，球の体積の求め方を導くことができる。
○実験結果をもとにして，球の体積の求め方を考えることができる。
	◎球の表面積と体積を手際よく求めることができる。
○球の表面積と体積を求めることができる。
	◎球の表面積，体積の求め方を実験結果と関連付けて理解している。
○球の表面積，体積の求め方を理解している。


評価規準表　１年「７章　資料の活用」　　◎十分満足と判断できる規準　　○おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　資料の傾向をとらえ説明しよう
	１  度数分布
	■紙コプターの滞空時間と羽の長さの関係を考えることを通して，度数分布表やヒストグラム，相対度数などの必要性と意味を理解し，それらを用いて資料の傾向をとらえ，説明することができる。
	◎度数分布表やヒストグラム，相対度数などに関心をもち，進んで資料の傾向を読み取り，簡潔・明瞭に説明しようとしている。
○度数分布表やヒストグラム，相対度数などに関心をもち，資料の傾向を読み取り，説明しようとしている。
	◎問題を解決するため，度数分布表やヒストグラム，相対度数などを関連付けながら用いて，資料の傾向を読み取り，説明することができる。
○問題を解決するため，度数分布表やヒストグラム，相対度数などを用いて，資料の傾向を読み取り，説明することができる。
	◎問題を解決するため，度数分布表やヒストグラム，相対度数などを用いて，資料を手際よく整理することができる。            
○問題を解決するため，度数分布表やヒストグラム，相対度数などを用いて，資料を整理することができる。
	◎度数分布表やヒストグラム，相対度数などの必要性と意味およびそのよさを理解している。
○度数分布表やヒストグラム，相対度数などの必要性と意味を理解している。

	
	２　代表値と散らばり
	■代表値などの必要性と意味を理解し，代表値などを用いて資料の傾向をとらえ説明することができる。
	◎代表値などに関心をもち，それらを用いて資料の傾向をとらえ簡潔・明瞭に説明しようとしている。
○代表値などに関心をもち，それらを用いて資料の傾向をとらえ説明しようとしている。
	◎問題を解決するため，目的に応じた代表値を選択し用いて，資料の傾向をとらえ説明することができる。
○問題を解決するため，代表値などを　用いて，資料の傾向をとらえ説明す　ることができる。
	◎問題を解決するため，代表値などを手際よく求めることができる。
○問題を解決するため，代表値などを求めることができる。
	◎代表値などの必要性と意味を理解し，目的に応じて代表値を選択することのよさを理解している。
○代表値などの必要性と意味を理解している。

	
	３　近似値
	■有効数字や近似値，誤差の意味を理解するとともに，ある数値を有効数字を使って表すことができる。
	◎有効数字や近似値，誤差に関心を持ち，どのような場面で用いられているかを進んで調べようとしている。
○有効数字や近似値，誤差に関心を持ち，どのような場面で用いられているかを調べようとしている。
	◎有効数字を使って表すと，どこまでが意味のある数字かが分かるというよさを説明することができる。
○有効数字を使って表すと，どこまでが意味のある数字かが分かるというよさを考えることができる。
	◎ある数値を有効数字を使って，適切に表すことができる。
○ある数値を有効数字を使って表すことができる。
	◎有効数字や近似値，誤差の意味とその必要性を理解している。
○有効数字や近似値，誤差の意味を理解している。

	
	４　調べたことをまとめ，発表しよう
	■身のまわりの課題などを取り上げ，それを解決するために必要な資料を収集・整理し，資料の傾向をとらえ説明することができる。
	◎身のまわりから進んで課題を見つけようとしたり，それを解決するために必要な資料を積極的に収集・整理して，資料の傾向をとらえようとしている。
○身のまわりから課題を見つけ，それを解決するために必要な資料を収集・整理して，資料の傾向をとらえようとしている。
	◎資料を整理して傾向をとらえ，ヒストグラムや代表値などを的確に用いて，わかりやすく説明することができる。
○資料を整理して傾向をとらえ，ヒストグラムや代表値などを用いて，説明することができる。
	◎課題を解決するために，ヒストグラムや代表値などを適切に用いて，手際よく整理することができる。
○課題を解決するために，ヒストグラムや代表値などを用いて，整理することができる。
	◎課題を解決するために，ヒストグラムや代表値，相対度数などをどのように用いればよいかを十分に理解している。
○課題を解決するために，ヒストグラムや代表値，相対度数などをどのように用いればよいかを理解している。
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